
□土を考える

space space space
従来の屋上緑化

地と切り離された緑化
土を主体とすることで
植物が主体となる

アーチをつくる事で
人が住まう空間を整える

植物 か 建築

□増幅する自然と構造体 □吊り構造による建築更新手法

植物的建築更新手法の提案です。
床を簡易的な手法で吊る事によって、多種多様な状況、プルグラムに応じたプランニングが可能になります。それは木々に生える葉のように移り変わります。

土壌厚によって生育形態が変化します。
これは、建築の構造体が自然を増幅させ、植物
の形となって上部に現れます。

big tree

middle tree

low tree

herbaceous plant

□植物と建築の関係性 □永続性と劣化性と土木□敷地・プログラム□背景

東京都などの大都市部では、環境問題などの観点から緑化の条例が定められていま

す。しかしこれらの条例により起こりうる最大限可能性は、緑が存在する事であり、それ

以上にはありません。私はこれらの建築群に違和感を覚えます。植物と建築がより密接

に関係を持つ事で、新しい建築の形態が生まれるのではないかと考え本計画に入ります。

敷地は東京都渋谷区宮下公園です。東京都初の空中公園であり、街の人々の憩いの場となっ

ています。本計画地は渋谷再開発の対象地となっており、次世代の都市公園のあり方を提

案しつつ生活する場へと変遷させます。

プログラムは、オフィス・専門学校・レストラン・カフェを想定しています。

建築とは、自然を征する事で成り立つ人工物です。両者を繋げる事は難しく、

それは根本的な違いがあるからだと考えます。成長する物とそうでないもの、

つまりは【永久性】と【劣化性】です。この両者を読み解く事が本計画の重要

な鍵となると考えます。

この問題を解決するには、両者を繋ぎ合わせる中間体が必要であると考えます。

例えばダムのような土木物は「水」を要素として設計がなされるが、結果とし

て人に還元されるものです。人工物において両者を繋ぎ合わせる物は人を主体

としない建築物よりも永続性があり劣化していく土木的なものだと考えます。

スロープによって床が緩やかに繋がります。
左手にはボルダリングを楽しむ人々と、木々が段々畑のように広がり、山のように振る舞います。 従来の建築では許容出来なかった人、植物、鳥、昆虫、様々な生態系を許容出来る新たな集合体です。 遊歩道のベンチに腰掛け植物を愛でます。



Big tree
アカシア類

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~3.0m（20.0m）
3: 黄色
4: 3~4 月
5:×
6:×
7:○
8: 成長が早い
　風で折れやすい

Plant Date Base

Plant pict

name

1:type
2:height(max)
3:flower color
4:flower season
5:wind-resistance
6:shade-resistance
7:disease-resistance
8.note

アラカシ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 2.5~6.0m（20.0m）
3: 黄色
4: 3~4 月
5:○
6:○
7:○
8: 株立物あり

イヌマキ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 2.0~5.0m（10.0m）
3:
4: 
5:○
6:○
7:△
8: 刈り込み可
　仕立ての物が多い

イロハモミジ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.5~5.0m（10.0m）
3: 紅葉
4: 
5:×
6:△
7:○
8: 紅葉が美しい
　日本庭園に使用される

ウメ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 1.5~4.0m（6.0m）
3: 白色　紅色
4:2~3 月 
5:△
6:×
7:△
8: 果実可食
　移植容易

エゴノキ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.0~5.0m（10.0m）
3: 白色
4:5~6 月 
5:△
6:△
7:○
8: 芳香あり

オオシマサクラ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.0~5.0m（10.0m）
3: 白色
4:3~4 月 
5:○
6:×
7:×
8: 鳥により発芽しやすい

オリーブ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~3.0m（10.0m）
3: 紫色
4:6 月 
5:○
6:×
7:○
8: 実は可食

クスノキ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 3.5~8.0m（30.0m）
3:
4:
5:△
6:△
7:○
8: 耐潮、耐煙、耐湿
　成長が早い

クロガネモチ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 2.5~6.0m（15.0m）
3: 赤色
4:
5:△
6:○
7:○
8: 防火樹、誘鳥樹
　雌雄異株

クロマツ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 2.0~6.0m（30.0m）
3:
4:
5:○
6:×
7:△
8: 耐潮性

ケヤキ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.0~10.0m（20.0m）
3:
4: 
5:○
6:△
7:○
8: 成長が早い
　ほうき型の樹型

コナラ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.0~5.0m（15.0m）
3:
4: 
5:△
6:△
7:○
8: 強健
　ドングリが実る

ザイフリボク

1: 落葉樹・針葉樹
2: 2.5~3.5m（10.0m）
3: 白色
4: 4~5 月
5:△
6:△
7:○
8: 果実可食
　株立のものあり

ザクロ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.0~3.5m（6.0m）
3: 赤色
4:6~8 月 
5:△
6:×
7:○
8: 花は朱色で目立つ
　果実は可食

サルスベリ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.5~5.0m（7.0m）
3: 白色　紫色
4:7~9 月 
5:△
6:×
7:×
8: 日照による開花影響大
　花期大

シダレヤナギ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.0~5.0m（15.0m）
3:
4: 
5:×
6:×
7:△
8: 耐湿性高い
　折れやすい

シマトネリコ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 2.5~8.0m（20.0m）
3: 白色
4:5~6 月 
5:○
6:○
7:○
8: 使用例が急増
　都内では常緑

シラカシ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.5~8.0m（20.0m）
3:
4: 
5:○
6:○
7:○
8: 防火樹、誘鳥樹
　ドングリが実る

シラカバ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 2.5~8.0m（30.0m）
3:
4:
5:○
6:○
7:○
8: 幹が白くなる
　暖地では虫が入る

ソメイヨシノ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.0~5.0m（10.0m）
3: 淡紅
4:3~4 月
5:△
6:×
7:×
8: 成長が早い
　実はならない

ソヨゴ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 2.5~5.0m（10.0m）
3: 紅色
4:11~12 月
5:○
6:○
7:○
8: 秋に熟した実がなる
　すぐには食べられない

トウジュロ

1: 常緑樹・ヤシ類
2: 2.5~5.0m（10.0m）
3: 紅色
4:11~12 月 
5:○
6:○
7:○
8: 葉先がまっすぐ

トウネズミモチ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~3.0m（20.0m）
3: 白色
4: 6 月
5:○
6:○
7:○
8: 誘鳥、成長が早い
　屋上で発芽しやすい

ナツバキ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.0~5.0m（10.0m）
3: 白色
4: 6 月
5:△
6:△
7:○
8: 樹幹が美しい
　枯れる事もある

ナナカマド

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.0~3.5m（6.0m）
3: 紅色
4:9~12 月 
5:△
6:△
7:○
8: 赤い実は長くもつ

ネムノキ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.5~5.0m（10.0m）
3: 淡紅色
4:6~8 月 
5:○
6:×
7:○
8: 夜間葉を閉じる
　葉が横に広がる

ハナミズキ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 1.5~5.0m（10.0m）
3: 紅　白色
4: 9~12 月
5:×
6:○
7:○
8: 誘鳥、花が目立つ
　赤花種は高価

マテバシイ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 2.5~6.0m（15.0m）
3:
4: 
5:○
6:△
7:○
8: 葉が大きい
　黄色味がある

モウソウチク

1: 常緑樹・竹類
2: 3.0~5.0m（10.0m）
3:
4: 
5:△
6:△
7:○
8: 根を広げるため
　要注意

ヤマボウシ

1: 落葉樹・広葉樹
2:3.0~5.0m（10.0m）
3: 白色
4:4~7 月
5:○
6:△
7:○
8: 果実は可食
　葉の上に花がつく

ヤマモモ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.5~6.0m（20.0m）
3: 赤紫色
4:6~7 月
5:○
6:○
7:○
8: 果実は可食
　雌雄異株

ユリノキ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.0~6.0m（20.0m）
3: 黄色色
4:5 月　11~12 月
5:×
6:×
7:○
8: 成長が早い
　風に弱い

Plant
Pict

Middle tree
イチイ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 1.5~3.0m（20.0m）
3: 赤色
4: 
5:○
6:○
7:○
8: 刈り込み可
　鮮やかな赤い実

Plant Date Base

Plant pict

name

1:type
2:height(max)
3:flower color
4:flower season
5:wind-resistance
6:shade-resistance
7:disease-resistance
8.note

ウバメガシ ウメモドキ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~3.5m（10.0m）
3:
4: 
5:○
6:△
7:△
8: 耐潮性、耐煙性

カイズカイブキ

1: 常緑樹・落葉樹
2: 1.2~2.0m（3.0m）
3: 赤色
4: 10~1 月
5:×
6:△
7:○
8: 移植容易
　誘鳥木

カクレミノ 

1: 落葉樹・針葉樹
2: 1.2~3.0m（10.0m）
3:
4: 
5:○
6:△
7:○
8: 刈り込み可
　ナシ畑付近不可

カナメモチ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.2~3.0m（10.0m）
3:
4: 
5:△
6:◎
7:○
8: 耐潮性
　葉の形が変化する

カリステンモン

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.2~3.0m（9.0m）
3: 赤色
4:3~4 月
5:○
6:○
7:○
8: 芽だし時期が赤くなる

キョウチクトウ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.2~2.0m（5.0m）
3: 赤色
4:5 月 10 月 
5:○
6:△
7:○
8: 年に 2~3 回開花

キンモクセイ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~1.8m（4.0m）
3: 白　赤色
4:5~9 月 
5:○
6:△
7:○
8: 耐煙性大、強健
　成長早い

クロチク

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.2~3.0m（5.0m）
3: 橙色
4:9~10 月
5:△
6:△
7:○
8: 耐潮、耐煙、耐湿
　成長が早い

ゲッケイジュ

1: 常緑樹・竹類
2: 1.5~2.5m（4.0m）
3:
4:
5:△
6:△
7:○
8: 地下茎で増殖
　幹が黒くなる

ゴールドクレスト

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~3.0m（10.0m）
3:
4:
5:○
6:○
7:△
8: 芳香
　ハーブとして使用

コノテガシワ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 0.5~1.5m（10.0m）
3:
4: 
5:×
6:○
7:○
8: 芳香
　風に弱い

サカキ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 1.0~2.5m（5.0m）
3:
4: 
5:×
6:△
7:○
8: 刈り込み可
　葉が手を立てた様

サザンカ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~2.5m（8.0m）
3: 白色
4: 6 月
5:△
6:◎
7:○
8: 葉枝を神事に使用
　ミサカキとも呼ぶ

サンゴジュ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.2~3.0m（10.0m）
3: 白　桃色
4:10~11 月 
5:○
6:○
7:○
8: 防火樹
　チャドクガに注意

シモクレン

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.2~3.0m（10.0m）
3: 赤色
4:9~10 月 
5:○
6:○
7:△
8: 防火樹
　誘鳥木

スカイロケット

1: 落葉樹・広葉樹
2: 1.5~2.5m（4.0m）
3: 紫色
4: 3~4 月
5:△
6:△
7:△
8: 濃い紫の花
　株立になる

タチカンツバキ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 1.5~2.0m（20.0m）
3:
4:
5:×
6:×
7:○
8: 関東では大きくなると
　突然枯がある

ツバキ類

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~5.0m（10.0m）
3: 赤色
4: 12~3 月
5:○
6:○
7:△
8: サザンカとツバキの
　交配種

トキワマンサク

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~5.0m（10.0m）
3: 赤　桃　白色
4:2~3 月
5:○
6:○
7:○
8: 品種が多い
　チャドクガに注意

ニオイヒバ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~1.5m（10.0m）
3: 白　紅色
4:4~5 月
5:○
6:○
7:○
8: 近年生け垣に使用

ネズミモチ

1: 常緑樹・針葉樹
2: 1.5~2.5m（10.0m）
3:
4:
5:△
6:○
7:○
8: 葉をもむと強い芳香
　刈り込み可

ハナカイドウ

1: 常緑樹・ヤシ類
2: 2.5~5.0m（10.0m）
3: 紅色
4:11~12 
5:○
6:○
7:○
8: 葉先がまっすぐ

ハナズオウ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 1.5~3.0m（20.0m）
3: 白色
4: 6
5:○
6:○
7:○
8: 誘鳥、成長が早い
　屋上で発芽しやすい

ヒイラギモクセイ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.0~5.0m（10.0m）
3: 白色
4: 6 月
5:△
6:△
7:○
8: 樹幹が美しい
　枯れる事もある

セイヨウベニカナメモチ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.0~3.5m（6.0m）
3: 紅色色
4:9~12 月 
5:△
6:△
7:○
8: 赤い実は長くもつ

ホウオウチク

1: 落葉樹・広葉樹
2: 2.5~5.0m（10.0m）
3: 淡紅色
4:6~8 月 
5:○
6:×
7:○
8: 夜間葉を閉じる
　葉が横に広がる

マサキ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 1.5~5.0m（10.0m）
3: 紅　白色
4: 9~12 月
5:×
6:○
7:○
8: 誘鳥、花が目立つ
　赤花種は高価

ムクゲ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 2.5~6.0m（15.0m）
3:
4: 
5:○
6:△
7:○
8: 葉が大きい
　黄色味がある

モッコク

1: 常緑樹・竹類
2: 3.0~5.0m（10.0m）
3:
4: 
5:△
6:△
7:○
8: 根を広げるため
　要注意

ライラック

1: 落葉樹・広葉樹
2:3.0~5.0m（10.0m）
3: 白色
4:4~7 月
5:○
6:△
7:○
8: 果実は可食
　葉の上に花がつく

1: 落葉樹・広葉樹
2: 3.5~6.0m（20.0m）
3: 赤紫色
4:6~7 月
5:○
6:○
7:○
8: 果実は可食
　雌雄異株

Plant
Pict

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.3~0.6m（3.0m）
3: 黄　赤　橙色
4:6~10 月
5:△
6:×
7:○
8: 花色が黄から橙
　青紫から赤紫に変化

Low tree
アジサイ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~1.2m（2.0m）
3: 青　桃　白色
4:6~7 月
5:×
6:○
7:○
8: 土の酸度により
　花色変化

Plant Date Base

Plant pict

name

1:type
2:height(max)
3:flower color
4:flower season
5:wind-resistance
6:shade-resistance
7:disease-resistance
8.note

アセビ アベリア

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~1.2m（4.5m）
3: 白色
4: 3~4 月
5:○
6:○
7:○
8: 芽だし時期に
　葉が赤くなる

イヌツゲ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~0.9m（2.0m）
3: 白色
4: 6~10 月
5:△
6:△
7:○
8: 誘蝶
　花期が長い

ウツギ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~3.0m（5.0m）
3: 白色
4: 6~10 月
5:△
6:○
7:△
8: 誘鳥
　刈り込み容易

オオムラサキツツジ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.5~1.2m（2.0m）
3: 白色
4:5~6 月 
5:○
6:△
7:○
8: 深根性
　移植容易

カマズミ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.6m（2.0m）
3: 紫　赤色
4:5 月
5:△
6:△
7:○
8: 移植容易
　乾燥に強い

キリシマツツジ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.5~1.2m（3.0m）
3: 白色
4:5~6 月 
5:△
6:×
7:△
8: 誘鳥
サンゴジュハムに注意

コクチナシ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.6m（2.0m）
3: 紅色
4:4~5 月 
5:△
6:△
7:△
8: 葉が小さい
　花色各種

コトネアスター類

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~0.9m（3.0m）
3: 白色
4:5~7　9~11 月　
5:×　　
6:○
7:×
8: 芳香性
　染料に使用

コバノランタナ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.1~0.3m（3.0m）
3: 白色
4:5　9~11 月
5:○
6:△
7:○
8: 誘鳥
　花が固まって咲く

サツキ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.1~0.3m（3.0m）
3: 桃　白　淡紫色
4:4~10 月
5:△
6:×
7:○
8: バルコニーなどでは
　一年中咲く

シャリンバイ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.2~0.5m（1.2m）
3: 白　橙色
4:5~6 月 
5:×
6:△
7:△
8: 浅根性
　幹は枯れない

セイヨウワナンテン

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.8m（3.0m）
3: 白色
4:5 月 
5:○
6:○
7:○
8: 耐潮性大

タニウツギ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.1~0.3m（0.7m）
3: 白色
4: 4~5 月
5:○
6:○
7:○
8: 新葉が様々な色なり
　美しい

ジンチョウゲ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.3~1.2m（3.0m）
3: 桃色
4:5~6 月 
5:△
6:×
7:○
8: 全体が桃色になるほど
　花が咲き誇る

ドウダンツツジ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.6m（1.5m）
3: 紫紅　白色
4:3 月 
5:×
6:○
7:△
8: 強い香り
　移植困難

ナギイカダ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.3~1.5（3.0m）
3: 白色
4: 4~5 月
5:×
6:×
7:○
8: 刈り込みが容易
　紅葉が美しい

ナンテン

1: 常緑樹
2: 0.3~0.5m（0.70m）
3:
4:
5:△
6:◎
7:○
8: 耐陰性あり
　成長遅い

ハギ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.5~0.9m（1.8m）
3: 白色　赤色
4: 6~7　11~1 月
5:×
6:○
7:○
8: 誘鳥　縁起木
　刈り込み不可

ハナマス

1: 落葉樹・広葉樹
2: 根株 ~0.5m（2.0m）
3: 白　桃　紫色
4:7~9 月
5:△
6:×
7:○
8: 強健
　冬期に幹が枯れる

バラ類

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.3~0.5m（1.2m）
3: 紫紅色
4:6~7 月
5:○
6:×
7:○
8: 強健
　棘に注意

ヒイラギナンテン

1: 落葉樹・広葉樹
2: 1.5~2.5m（10.0m）
3: 各種
4:5~7　9~10 月
5:○
6:×
7:×
8: 株立性
　多くの品種がある

ヒサカキ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.9m（2.0m）
3: 黄色　紫色
4:3~5　9~10 月
5:△
6:◎
7:○
8: 芳香性
　花に棘がある

ヒベリカム類

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.6m（3.0m）
3: 黒色
4: 10~1 月
5:○
6:○
7:○
8: 雌雄異株
　誘鳥

ビヨウヤナギ

1:
2: 0.15~0.3m（0.9m）
3: 黄色
4: 6~7 月
5:○
6:○
7:○
8: 株立性

ビラカンサ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.6m（1.2m）
3: 黄色
4:6~7 月 
5:△
6:△
7:○
8: 剪定に耐える

ブッドレア

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~1.2m（3.0m）
3: 紅　白・橙色
4:5~6　10~1 月 
5:△
6:×
7:○
8: 誘鳥
　有刺

ムラサキシブキ

1: 常緑樹・広葉樹
2: 0.3~0.9m（2.0m）
3: 紫　白色
4: 6~10 月
5:○
6:△
7:○
8: 株立性
　誘蝶

ユキヤナギ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.5~1.2m（2.5m）
3: 淡紫色
4: 6　10~11 月
5:×
6:△
7:○
8: 株立性
　誘鳥

ランタナ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 1.5~2.0m（4.0m）
3: 白　淡紫色
4: 3~4　10~11 月
5:△
6:△
7:○
8: 株立性
　指標木となる

レンギョウ

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.3~0.8m（3.0m）
3: 黄色
4:3~4 月
5:△
6:△
7:◯
8: 株立性、強健
　花で全体が黄色になる

ローズマリー

1: 落葉樹・広葉樹
2: 0.1~0.3m（1.5m）
3: 淡青色
4:10~5 月
5:○
6:×
7:◯
8: ほふく性の品種がある
　葉に芳香性

Plant
Pict

 Herbaceous plants
アイビーゼラニウム

1: 常緑多年草
2: 開花株 (30~50cm)
3: 赤　桃色
4: 3~12 月
5:△
6:△
7:○
8: 花期が長く
　冬以外咲いている

Plant Date Base

Plant pict

name

1:type
2:height(max)
3:flower color
4:flower season
5:wind-resistance
6:shade-resistance
7:disease-resistance
8.note

アガバンサス イソギク

1: 常緑多年草
2: V.P 開花株 (30~50cm)
3: 白　青紫色
4:6~7 月 
5:△
6:△
7:○
8: 大きさが異なる
　数年に一度株分け

オオバジャノヒゲ

1: 常緑多年草
2: V.P（40cm）
3: 黄色
4: 11~12 月
5:○
6:×
7:○
8: 肥沃で水はけの良い所

オオベンケイソウ 

1: 常緑多年草
2: V.P（30cm）
3: 紫色
4:6~7 月 
5:○
6:◎
7:○
8: 葉は濃い緑

オキザリス

1: 宿根草
2: 開花株 V.P（30~70cm）
3: 桃紅色
4:7~10 月 
5:△
6:△
7:△
8: 明るい緑の葉と
　桃紅色の花が特徴

オモト

1: 夏・冬休眠球根
2: 球根　開花株 (30~70)
3: 黄　桃色
4:3~5　9~11 月
5:△
6:×
7:○
8: ほのかに橙、赤、白
　などがある

ガウラ

1: 常緑多年草
2: V.P（30cm）
3: 淡黄色
4:5~6 月 
5:○
6:◎
7:○
8: 非常に高い品種あり

カーネーション類

1: 常緑樹・広葉樹
2: 開花株 V.P（30~100）
3: 白　桃色
4:6~11 月 
5:○
6:×
7:○
8: 別名フウチョウソウ

カザニア

1: 常緑多年草
2: 開花株 V.P（30~100）
3: 白　赤　多種色
4:4~7　9~11 月
5:△
6:△
7:○
8: 苗は半日陰で夏越し

カンスゲ類

1: 常緑多年草
2: 開花株 V.P（20~25cm）
3: 黄　赤　多種色
4: 通年
5:△
6:△
7:○
8: 出来るだけ日に当てる
　過湿は注意

キキョウ

1: 常緑多年草
2: V.P（40cm）
3:
4:
5:△
6:○
7:○
8: 品種多種
　刈り込み可

ギボシ

1: 宿根草
2: 開花株 V.P（50~100）
3: 白　青紫色
4: 8~9 月
5:△
6:×
7:△
8: 初夏後の剪定で
　秋に再度開花

サクラソウ類

1: 宿根草
2: 開花株 V.P（20~30cm）
3: 淡紫色
4:6~8 月 
5:△
6:○
7:○
8: 品種が多く
　開花時期が異なる

シクラメン

1: 宿根草
2: 開花株 V.P（20~30cm）
3: 白　桃色
4: 3~6 月
5:△
6:△
7:△
8: 品種多種
　開花後に増し土する

ジャーマンアイリス

1: 夏休眠球根
2: 開花株（20~40cm）
3: 白　赤　桃色
4:11~5 月 
5:△
6:△
7:○
8: 冷涼な場所で育つ

シラン

1: 宿根草
2: 開花株 V.P（30~50cm）
3: 白　黄　多種色
4:4~6 月 
5:○
6:△
7:○
8: 一花に多種色

セージ類

1: 宿根草
2: 開花株 V.P（40~60cm）
3: 白　桃　黄色
4: 1~3 月
5:△
6:△
7:○
8: 西日をさけ
　半日陰を好む

ゼラニウム

1: 常緑多年草・宿根草
2:  開花株 V.P（50~200）
3: 赤　黄　紫　青色
4:6~11
5:○
6:×
7:○
8: ハーブ
　ソーセージに使用

タマシダ

1: 常緑多年草
2: 開花株 V.P（20~50cm）
3: 桃　赤色
4: 3~7　9~12 月
5:△
6:×
7:○
8: 花期が長く
　ベランダなどでも開花

チェリーセージ

1: 常緑多年草
2: V.P（40cm）
3: 赤　桃色
4:3~7　9~12 月
5:○
6:△
7:○
8: フェニックスの幹や
　熔岩の上にも育成可

ツワブキ

1: 常緑多年草
2: V.P（100cm）
3: 赤色
4:6~9 月
5:○
6:△
7:○
8: 大きくなりすぎた場合
　切り戻す

トウテイラン

1: 常緑多年草
2: V.P（60~70cm）
3: 黄色
4:11~12 月
5:△
6:○
7:○
8: 耐暑性、耐潮性大
　冬期に花が咲く

ハマギク

1: 宿根草
2: V.P（30cm）
3: 青色
4:9~11 月 
5:○
6:△
7:○
8: 県により絶滅危惧種

ヒガンバナ

1: 常緑多年草
2: 開花株 V.P（20~50cm）
3: 白
4: 10~11 月
5:○
6:×
7:○
8: 放置すると大株化
　花後切り戻す

フイリヤブラン

1: 夏休眠球根
2: 球根 V.P（40cm）
3: 赤色
4: 9 月
5:○
6:△
7:○
8: 秋に開花
　葉はその後のでる

ベニシダ

1: 常緑多年草
2: V.P（30cm）
3: 紫色
4:8~9 月 
5:○
6:○
7:○
8: 葉に白や黄色の
　筋状の斑あり

ヘメロカリス

1: 常緑シダ
2: V.P（20~60cm）
3:　　
4:
5:△
6:○
7:○
8: 日向から、日陰まで
　生育可能

マーガレット

1: 宿根草
2: 開花株 V.P（20~60cm）
3: 黄　濃紅色
4: 5~7 月
5:△
6:×
7:△
8: 花は一日で萎むが
　次々に開花する

ヤブラン

1: 常緑多年草
2: 開花株 V.P（30~70cm）
3: 白色 
4:4~6 月
5:△
6:×
7:○
8: 放置すると大株化
　花後切り戻す

ユリ類

1: 常緑多年草
2: V.P（30cm）
3: 青紫色
4: 8 月
5:△
6:△
7:○
8: 葉は濃い緑

1: 冬休眠球根
2: 球根　開花株（100~200）
3: 白　黄色
4:6~7 月
5:△
6:△
7:○
8: 品種が多い

 Herbaceous plantPlant
Pict

□全体構成 

□植栽リサーチ

□風の解析（植栽計画） □日影の解析（植栽計画） 

miyashita park

volume structure

EV core

hole

miyashita park +6300 first floor +10300 second floor +14300

third floor +18300 forth floor +22300 fifth floor +26300

elevation
13:00 14:00 15:00 16:00

9:00

9:00

10:00

10:00

11:00

11:00

12:00

12:00

13:00 14:00 15:00 16:00

夏至

冬至

渋谷のカルチャーを発信するイベントスペース。 渋谷産の採れたての野菜を食べる事ができます。 日陰の場所や風の溜まりの空間は屋外ギャラリースペースとなります。

宮下公園の柱・梁となる構造体を避けながら穴をあける。 その穴にボリュームを挿入する事で、公園と駐車場の機能を保存しつつ計画する。 床を吊る事で、人々の生活する場を生み出す。

円形のカフェ。紅葉した木々の空中庭園を眺めながらコーヒーを楽しみます。 大都会渋谷のオフィス。常緑樹の木々が緑のカーテンとなって室内に柔らかな光を落とします。 大木はボリュームを貫き、その下は人々の憩いの場となります。
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parking +1500 second floor +14300

 Herbaceous plant
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EV

EV

EV

book store

first floor +10300

cafe

EV
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miyashita park +6300
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□PLAN 

渋谷に圧倒的な量の緑がひろがる事で新たなランドスケープを生み出します。緑と土木と建築と人。



既存の宮下公園
この建築は公園という機能を
保存しつつ建ち現れる

別構造体
宮下公園とは別構造体とする
段階的な建ち方

バックヤード
ボリュームの内部は室としても使う事が出来る
トイレや倉庫などとして使用される

繋がる地面
ボリュームの内部に土を充填させる事で
地面と切り離されない現れ方をする

ビオトープ
土を持ち上げるため自然発生的に生まれる
人の憩いの場とともに水生生物の住みかとなる生態系

十分な自然環境が野生生物の住みかとなる
生態系を保全する建築

増幅される自然
建築は自然を征する事で成り立つが
自然環境を増幅するように現れる

ブリッジ
床が両側から吊られ建築空間が宙づり状態となる

微地形
地形に起伏を持たせる事で
人々の居場所を作り出す

立体植物
植物が立体的に広がる事で多様な植物の風景が現れる

都市の更新
成長する植物
劣化する建築
それらを繋ぐ土木的構築物

都市公園
公園に大きな屋根がかかり半内部空間となる
コンサートや渋谷のカルチャーを感じる事が出来る

ボルダリング
ボリュームの壁面をボルダリングとして設計する
登り切ると目の前に植物が広がる

スロープ
ワイヤーでつる事でスロープが生まれる
植物の広場を緩やかに繋げる

貯水槽
地面が繋がっているためボリューム
自体が大きな貯水槽となる

屋外ギャラリー
公園には影が落ちギャラリー空間となる
専門学生などの作品も展示される

オーガニックレストラン
広場の地面で野菜を栽培するレストラン
地産地消　宮下公園産突き抜ける木々

ヴォイドが床に空いている事で床を植物が突き抜ける

rooof top +30300

forth floor +22300

school

office
restaurant

restaurant EV

EV

EV

fifth floor +26300
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third floor +18300

office restaurant
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